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近年、老人施設等で懸念される ノロウイルス
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最近の急増した集団感染経路

･空気感染(咳・空調施設)
･水系感染(浴槽水･水道水･井戸水)
･人人感染(おむつ交換･手洗い不足)

≪約10～100個単位で感染≫

*通常は数万･数千以上で感染

◆37～40℃で増殖しやすい

腸内温度

◆レジオネラ属菌の
1/40以下の大きさ

ノロウィルス

生食

1次感染 2次集団感染
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感 染 後

• 回復後、体内に約1ヶ月ほどウィルスが残る場合がある

• 入浴中の排便は、1ｇ中数億個のノロウィルスが拡散

• ノロウィルス感染サイクル(塩素殺菌は十分か？)

• ノロウィルスは人にしか感染しない⇒検出検査ができない

（愛媛県立衛生環境研究所 大瀬戸光明博士提供）

今年は牡蠣の生食による食中毒は減ってい
るが、他の食中毒や人人感染等の感染経路
不明の集団感染が爆発的増加傾向にある。

＜H18.11/9～11/21名古屋国際会議場・日本ウィルス学会(ウィルス下痢症研究会)より＞

100nm
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＜都内における感染性胃腸炎の集団感染事例報告件数＞
（平成25年（2013年）第44週まで）

＜感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数推移＞
（定点医療機関からの報告による）

※データ出典：
東京都感染症
発生動向調査
より
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福山市ノロウィルス対応マニュアル(施設編・家庭編)

「2-(6) 入浴時の感染防止対策及び浴槽の管理」 より抜粋

◆「ノロウィルスに汚染された浴槽水が感染経路となることがあります。」

◆浴槽水の管理
④浴槽水の遊離残留塩素濃度は0.2～1.0mg/Lに保つこと

（広島県公衆浴場法施行条例で定められた基準）
※入浴者が多い場合、あるいは温泉水や入浴剤を使用する場合、塩素が
より多く消費され、消毒効果が定価するので塩素濃度の管理に注意すること

ノロウィルス対応標準マニュアル第3版(東京都福祉保健局)

Ⅲ-4 浴槽水の管理 より抜粋

◆感染経路
利用者が入浴するときに、下半身等の洗浄が十分でない場合や入浴中に
排便をしてしまった場合などに、浴槽水を介した感染が起こるおそれがあります。

◆一般的な浴槽水の衛生管理方法
②塩素剤による消毒を実施し、適宜濃度を測定する。
･･･(略) なお、公衆浴場法で定める塩素濃度の基準は0.4mg/L以上です。

ノロウィルスとレジオネラ属菌の有効塩素濃度は異なります。 7



井戸水、入浴中に排便してし
まったときの浴槽水によっても
感染が起こることがあります。

平成25年3月12日老健局より通知
高齢者介護施設における感染対策マニュアル

（53Pより抜粋）
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入浴衛生施設の厚生行政のしくみ（厚生労働省）

社会・援護局

老 健 局

健 康 局

障害福祉課

福祉基盤課

高齢者支援課
・老人保健課

生活衛生課

結核感染症課

社会福祉施設の設備・運営

障害児の保護・療育等

介護老人福祉施設等の
整備・運営指導等

結核その他感染症の発生
蔓延防止

生活衛生関係営業の経営
改善に関する調査・指導等

（医療･社会福祉
施設の浴場）

(旅館・公衆浴場)
（レジオネラ指針塩素0.2～1.0ppm以下）

レジオネラ菌

食中毒，ノロウイルス
ノロウイルス浴槽感染防止（塩素200ppm/
レジオネラ指針の1000倍以上）

※実質的に塩素管理は不可能

【福山市保健所ノロウイルス
感染防止マニュアルより】

平成２５年３月１２日通達『高齢者介
護施設における感染対策マニュアル

都

道

府

県

・

政

令

・

中

核

市

障害福祉課
福祉指導課

高齢者支援課
長寿社会対策課
施設支援課

生活衛生課
（食品衛生課）

（所管団体）

日本身体障害者
連合会等

全国老人福祉
施設協議会等

全国旅館ホテル生
活衛生同業組合等
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塩素公害

・目、喉、肌などへの刺激

・トリハロメタン(発がん性)の発生

・アトピー性皮膚炎、喘息誘発

・微生物の死滅

・生態系への悪影響

・水が濁る

・バイオフィルムの発生

発がん性物質はなし

医療にも応用されている

～～～ ≪人体への影響≫ ～～～

～～～ ≪環境への影響≫ ～～～

～～～ ≪ 清 潔 感 ≫ ～～～

分解するとO2に

残留性がない

脱臭・脱色効果

有機物分解

塩素の6～7倍の殺菌力 10



脱臭能力、透明度の維持能力が高く、快適で安全な入浴が可能。

排水についても、飲料水レベルでの排出が可能なため、河川を
汚さず、地域環境の保全に資することができる。

排オゾン処理装置を使用するため、全量一括処理が可能。
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反応塔内の水質を検査

レジオネラ属菌、大腸菌

平成18年12月22日、26日

［不検出］
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大腸菌、レジオネラ菌の基準をクリアすることはもとより、
飲料水レベルの水質を維持できます。（1ヶ月間）

完オゾ型
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３ヶ月換水実施完オゾ導入施設事例

高知県安田町デイサービスセンター
『太陽』

北海道深川市デイサービスセンター
『清祥園』
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15

高知県土佐市とさの里様では、平成9年に

資源有効活用整備補助金を活用（老健局
より1/2，高知県より1/4）して完オゾを、特
養1階一般浴，特養2階家族風呂，デイサー

ビス一般浴へ導入頂き、デイサービスでは
現在1ヶ月換水で完オゾを運用頂いており
ます。
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配管内部

塩素殺菌利用
(約10年間使用)

完オゾ殺菌利用
(約10年間使用)

バイオフィルム

《バイオフィルムとは？》
バイオフィルムは、従属栄養細菌によって形成する。塩素消毒を行っても生ずるバイ
オフィルムは、従属栄養細菌などに由来する耐塩素性細菌である。一般に、浴槽の
汚れフロッグ（人体の脂・垢等）に対して、殺菌のために用いた塩素が作用して塩素耐
性細菌を生成し、バイオフィルムが発生する。オゾン殺菌においては、メカニズムから考
えて耐性菌が生成しないためにバイオフィルムが形成しないと考えられている。
（摂南大学薬学部教授：中室克彦先生：談話平成18年11月3日）

ファイバースコープ映像
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ろ過機配管内
（従来の塩素殺菌）

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

《細
菌･

ウ
ィ
ル
ス
の
巣

》

◆バイオフィルムの発生を防止し、いつでも清潔
◆配管洗浄も不要

通常はどうしても除去し
切れなかった汚れがバイ
オフィルムとなって配管
内にこびりついてしまい
ます。

＊

ろ過機配管内（完オゾ型機使用）

＊鳥取県ケアハウス暖の里H16.2～H18.7（約2年半経過）使用
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温泉水利用施設

鳥取県 ケアハウス「暖の
里」」

平成16年10月8日 撮影

＊温泉の循環にもご利用頂けます。
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湯面垢取り装置について

浴槽水面に浮遊する垢にはノロウイルス，レジオネラ菌等が付着する
ため、これを効率よく取り除く事も浴槽感染防止につながります。

しかし、通常循環ろ過の吸水口は浴槽底にあり、水面の垢までは吸い
込まれません。

そのため効率よく浴槽水の循環ろ過を行い、湯面の垢を取り除くため
に、湯面垢取り装置を利用する方法が有効です
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横浜市内ホテル導入事例
（株式会社オプトクリエーション）
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滋賀県デイサービス導入
（株式会社メリコ）

湯面垢取り装置『アカパス』導入実績例
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鳥取県老健施設デモ設置
（株式会社北陽エンヂニア・サービス）

大阪府特別養護老人ホームデモ設置
（綜合メディカル株式会社）



■ノロウイルス感染防止研修会（広島県）

日 時：平成18年12月15日
場 所：特別養護老人ホームハピネスヒル
講 師：完全オゾン処理協議会
内 容： 『完全オゾン処理によるノロウイルス感染対策』

■社会福祉施設におけるノロウイルス浴槽水感染防止への研修会
主催：高知エコデザイン地方議員連盟
後援：高知県老人福祉施設協議会、高知県身体障害者(児)施設協会、完全オゾン処理型循環ろ過機安全推進協議会

『高知エコ議連ノロウイルス感染防止の取り組み』
高知エコデザイン地方議員連盟 副会長 黒岩正好氏

『ノロウイルス感染防止について』
高知県老人福祉施設協議会 会長 北岡義英氏

『ノロウイルス感染拡大防止事例』
社会福祉法人愛生福祉会 施設長 藤田卓也氏

高知県産業技術委員会 科学･技術アカデミー
『「完全オゾン処理」勉強会 報告』

完オゾ勉強会 委員長 武藤信義氏

『浴槽水感染防止「完オゾ･セイフティエリア」』
完オゾ協議会 推進部長 寺尾智恵美

平成19年2月7日 香美市立地域福祉センター（プラザ八王子）

■ノロウイルス感染防止研修会（秋田県）

秋田県老人福祉施設長研修会Ⅱ
日 時：平成25年2月7日～8日
場 所：ホテルメトロポリタン秋田

約80名が参加
湯面垢取り装置『アカパス』実機説明
説明：総合福祉企業組合
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社会福祉施設向けノロウィルス等感染防止 完全オゾン処理型循環ろ過機見学・研修会

高知県老人福祉施設連絡協議会主催

日 時：平成17年9月13日(火)13:30～15:00
場 所：高知県宿毛市 ケアハウスすくも
テーマ：｢出てからでは遅い! 細菌･ウィルス」
[内 容]
･藤田卓也施設長より導入結果について
･高知県高齢福祉課畑山課長補佐より｢交付金活用事例」

＊入浴時のノロウィルス等感染拡大防止のための研修会を四国３県で行いました。

高知県健康福祉部高齢福祉課畑山氏 実機見学

愛媛県伊方町社会福祉協議会主催

日 時：平成17年11月17日(木)16:30～17:40
場 所：愛媛県瀬戸町民センター
[内 容]
･浴槽管理について
･完オゾ機利用による温泉の有効利用

実機見学
八幡濱保健所生活衛生課生活衛生係
東専門員（浴槽の管理について）

徳島県老人福祉施設協議会 主催

日 時：平成17年12月26日(月)13:30～15:30
場 所：徳島市センチュリープラザホテル
講 師：寺尾智恵美(高知市薬剤師会長、高知県前温泉審議会委員）
内 容：浴槽の細菌･ウィルス対策

日 時：平成18年2月16日(金)14:00～14:20
場 所：アスティとくしま
講 師：寺尾智恵美(高知市薬剤師会長、高知県前温泉審議会委員）
内 容：浴槽水からのノロウイルス感染防止の実情

徳島市センチュリープラザホテル アスティとくしま

平成25年9月17日 元久 敦雄 作成 24


